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網
野
菊
と
石
井
鶴
三
─
─
信
州
大
学
蔵
・
石
井
鶴
三
宛
網
野
菊
書
簡
か
ら
─
─

梅  

澤　

亜  

由  

美　
（
法
政
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
一
、
本
稿
の
目
的

　

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
、
石
井
鶴
三
関
連
資
料
が
、
信
州
大
学
に
寄
贈

さ
れ
た

（
１
）

。

　

石
井
鶴
三
は
、
彫
刻
家
や
画
家
と
し
て
多
く
の
業
績
を
残
す
一
方
、
さ
ま
ざ

ま
な
小
説
の
挿
画
を
手
が
け
て
お
り
、
作
家
や
出
版
社
と
の
交
流
も
多
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
が
整
理
、
解
読
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
鶴
三
の
美
術
界
で
の
役

割
や
貢
献
だ
け
で
な
く
、
文
学
の
世
界
で
の
役
割
や
貢
献
が
明
ら
か
に
な
る
だ

ろ
う
。
資
料
の
中
に
は
、
多
く
の
文
学
者
か
ら
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
現

在
、
そ
れ
ら
の
翻
字
、
解
題
、
検
討
と
い
う
作
業
が
進
ん
で
い
る

（
２
）

。
そ
の
中
か

ら
は
、
作
家
で
あ
る
網
野
菊
か
ら
の
石
井
鶴
三
宛
書
簡
が
四
通
見
つ
か
っ
て
い

る
。

　

網
野
菊
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
一
月
、
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
七

八
（
昭
和
五
三
）
年
に
没
し
た
作
家
で
あ
る
。
馬
具
製
造
業
を
営
む
父
の
長
女

と
し
て
生
ま
れ
、
生
涯
四
人
の
母
と
呼
べ
る
人
を
持
つ
な
ど
、
複
雑
な
境
遇
に

育
っ
た
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
日
本
女
子
大
英
文
科
に
入
学
、
卒
業
の

年
の
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
は
、『
二
月
』（
執
筆
一
九
一
六
）
を
含
む
『
秋
』

を
国
文
堂
書
店
よ
り
、
自
費
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
母
校
の
英
語
教
師
な

ど
を
し
な
が
ら
創
作
を
志
し
、
早
稲
田
大
学
露
文
科
に
も
聴
講
生
と
し
て
参
加
。

後
に
は
、『
岩
波
少
年
文
庫
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せ
む
し
の
小
馬
』（
一
九
五
七
）
な
ど
、
ロ
シ
ア

の
童
話
の
翻
訳
も
手
が
け
て
い
る
。
関
東
大
震
災
後
の
一
九
二
三（
大
正
一
二
）

年
、
生
涯
の
師
と
な
る
志
賀
直
哉
を
訪
ね
、
本
格
的
な
作
家
活
動
を
は
じ
め
、

一
度
の
離
婚
を
経
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
〈
身
辺
小
説
〉、
い
わ
ゆ
る
私
小
説

を
書
き
つ
づ
け
た
。
代
表
作
は
、『
光
子
』（
一
九
二
六
）『
憑
き
も
の
』（
一
九

四
六
）
な
ど
、
実
母
を
は
じ
め
と
す
る
母
や
、
親
族
を
扱
っ
た
小
説
が
多
い
。

『
ゆ
れ
る
葦
』（
一
九
六
四
）
は
、
そ
の
総
決
算
と
も
言
え
る
自
伝
的
小
説
で
あ

る
。
晩
年
は
、
異
母
妹
の
死
を
描
い
た
小
説
『
さ
く
ら
の
花
』（
一
九
六
〇
）
で

中
央
公
論
女
流
文
学
賞
、
そ
れ
を
表
題
と
す
る
作
品
集
で
芸
術
選
奨
を
、
作

品
集
『
一
期
一
会
』（
一
九
六
七
）
で
読
売
文
学
賞
を
受
賞
、
一
九
六
八
（
昭

和
四
三
）年
に
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
、
一
九
六
九（
昭
和
四
四
）年
か
ら
は
、
日

本
芸
術
院
の
会
員
と
も
な
っ
た
作
家
で
あ
る
。
な
お
、
石
井
鶴
三
も
ま
た
、
一

九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
か
ら
の
日
本
芸
術
院
会
員
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
網
野
菊
の
仕
事
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
は
、

『
網
野
菊
全
集　

全
三
巻
』
が
あ
る
の
だ
が
、
著
者
生
前
の
全
集
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
一
九
六
九
年
の
発
行
、
そ
れ
以
後
一
〇
年
ほ
ど
の
内
容
は
整
理
さ
れ

て
い
な
い

（
３
）

。
今
回
、
見
つ
か
っ
た
書
簡
も
、
も
ち
ろ
ん
未
整
理
の
資
料
に
含
ま

れ
る
。
本
稿
で
は
、
書
簡
の
翻
字
、
解
題
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
網
野
菊
と
石

井
鶴
三
交
流
の
一
端
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
。

　
　
　

二
、
石
井
鶴
三
宛
網
野
菊
書
簡
・
四
通
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石
井
鶴
三
宛
の
網
野
菊
書
簡
は
、
四
通
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
私

信
で
あ
り
、
網
野
菊
、
お
よ
び
石
井
鶴
三
の
仕
事
に
関
わ
る
も
の
と
は
言
い

が
た
い
。
だ
が
、
網
野
菊
と
い
う
作
家
の
人
柄
を
考
え
る
上
で
は
、
い
ず
れ
も

興
味
深
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

書
簡
は
、
す
べ
て
葉
書
に
よ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
一
九
七
二
（
昭
和
四

七
）
年
発
送
、
石
井
鶴
三
が
逝
去
す
る
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
の
前
年
の

も
の
で
あ
る
。
発
送
元
の
住
所
は
、〈
文
京
区
大
塚
六
ー
二
四
ー
一
四
ー
一
一
〇

三
〉
で
あ
る
。
こ
の
住
所
は
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
六
月
、
網
野
菊
が

そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
市
ヶ
谷
の
家
か
ら
移
り
住
ん
だ
、
護
国
寺
裏
に
あ
る

直
居
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
。
当
時
の
直
居
ア
パ
ー
ト
に
は
、
作
家
、
廣
津
和
郎
の

仕
事
場
だ
っ
た
部
屋
が
あ
り
、『
石
蕗
の
花
―
―
網
野
菊
さ
ん
と
私
』
を
書
き
残

し
た
娘
の
廣
津
桃
子
が
よ
く
訪
ね
て
い
た

（
４
）
。

　

以
下
、
四
通
の
書
簡
の
内
容
と
、
あ
わ
せ
て
解
題
を
簡
単
に
述
べ
る
。
な
お
、

紹
介
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
日
付
の
順
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
仮
番
号
が
前

後
す
る
こ
と
が
あ
る
。

①
石
井
鶴
三
宛
網
野
菊
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
３
６
］）

先
日
、
和
田
順
子
様
お
い
で

下
さ
い
ま
し
た
。

御
退
院
お
め
で
た
う
存
じ

ま
す
。
昨
日
は
、
武
者
小
路

先
生
の
米
寿
パ
ー
テ
ィ
が
、

東
京
会
館
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

百
一
歳
の
平
櫛
さ
ん
も
、

御
出
席
で
し
た
。
野
町

さ
ん
の
叔
父
さ
ん
の
川
幡
正
光

さ
ん
も
、
長
い
御
入
院
の
の
ち
、

お
元
気
で
退
院
な
さ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
梅
雨

が
ま
い
り
ま
す
か
ら
、
御
自

愛
下
さ
い
ま
し
。

五
月
十
三
日

　

一
通
目
は
、〈
五
月
十
三
日
〉
付
け
の
書
簡
で
あ
る
。〈
御
退
院
お
め
で
た
う

存
じ
ま
す
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
一
九
七
二
年
四
月
の
石
井
鶴
三
退
院
を
祝
し
て

送
ら
れ
た
書
簡
と
思
わ
れ
る
。
鶴
三
は
、
一
九
七
一
年
六
月
よ
り
三
度
目
の
入

院
を
し
、
そ
の
ま
ま
越
年
、
翌
年
四
月
に
退
院
し
て
い
る
。
そ
の
体
調
を
気
遣

っ
て
の
も
の
で
あ
る
。

　

前
日
に
行
わ
れ
た
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
生
ま
れ
の
武
者
小
路
実
篤

の
米
寿
の
祝
賀
会
の
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
鶴
三
の
同
僚
で
す
で
に
一
〇
一
歳

と
な
っ
た
平
櫛
田
中
の
消
息
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
招
待
状

へ
の
返
信
は
、「
網
野
菊
よ
り
武
者
小
路
実
篤
米
寿
祝
賀
会
準
備
係
宛
書
簡
」
と

し
て
、
東
京
都
調
布
市
に
あ
る
武
者
小
路
實
篤
記
念
館
に
資
料
と
し
て
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。〈
野
町
さ
ん
〉
は
、
③
に
お
い
て
紹
介
す
る
野
町
禎
子
で
あ
る
。

冒
頭
の
〈
和
田
順
子
様
〉
に
つ
い
て
は
、
石
井
鶴
三
の
妹
和
田
光
子
、
そ
の
息

女
で
あ
り
、
鶴
三
の
資
料
の
編
纂
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
瑠
璃
耶
（
現
・
長
原
ル

リ
ヤ
）
お
よ
び
、
そ
の
後
、
養
子
と
な
る
和
田
蹊
子
、
各
氏
方
の
係
累
と
思
わ

れ
る
が
、『
石
井
鶴
三
日
記　

第
五
巻
』
に
付
さ
れ
た
「
系
図
」、
お
よ
び
、
巻

末
に
付
さ
れ
た
「
人
名
索
引
」
で
は
、
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

（
５
）

。
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②
石
井
鶴
三
宛
網
野
菊
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
３
４
］）

御
ぶ
さ
た
申
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

御
健
康
い
か
が
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

お
暑
さ
の
折
柄
、
い
か
が
か
と
御
案
じ

申
上
げ
て
居
り
ま
す
。
松
寿
仙
と
い
ふ
民

間
薬
を
発
売
元
か
ら
貰
ひ
ま
し
た
の
で
、

召
上
る
か
ど
う
か
と
は
思
ひ
ま
し
た
が
、

送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

皆
様
の
御
健
康
を
祈
り
上
げ
ま
す
。

（
他
の
品
、
い
づ
れ
も
貰
ひ
合
せ
も
の
で
、
失
礼
で
す
が
…
）

　

二
通
目
は
、
七
月
三
一
日
の
書
簡
で
あ
る
。
他
の
三
通
に
は
日
付
け
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
み
葉
書
末
に
日
付
が
な
く
、
郵
送
年
月
日
か
ら
の
判
断

で
あ
る
。
文
面
か
ら
察
す
る
に
、
薬
そ
の
他
を
送
っ
た
と
あ
る
の
で
、
日
付
は

そ
ち
ら
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
網
野
菊
が
石
井
鶴
三
に
送
っ
た
と
い
う

民
間
薬
〈
松
寿
仙
〉
は
、
一
九
六
九
年
に
発
売
さ
れ
た
、
朝
鮮
人
参
、
ク
マ
ザ

サ
、
赤
松
葉
を
成
分
と
す
る
医
薬
品
で
あ
る
。
何
気
な
い
内
容
の
こ
の
書
簡
は
、

網
野
菊
の
人
柄
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
網
野
菊
は
、
自
ら
も
漢
方
薬
を
長
ら

く
服
用
し
、
身
体
の
悪
い
知
り
合
い
に
も
す
す
め
て
い
た
よ
う
だ
。

　

廣
津
桃
子
「
石
蕗
の
花
」
に
は
、
網
野
菊
が
〈
社
会
の
問
題
に
対
し
て
意
見

を
表
明
す
る
と
い
っ
た
タ
イ
プ
の
作
家
で
は
な
く
、
自
分
の
周
囲
を
じ
っ
く
り

み
つ
め
、
つ
ら
さ
、
悲
し
さ
、
驚
き
、
ほ
の
か
な
喜
び
な
ど
を
、
調
子
を
押
え

た
筆
で
綴
る
と
こ
ろ
に
、
独
特
と
も
言
え
る
味
わ
い
の
深
さ
を
現
わ
す
作
家
〉

だ
と
し
、
松
川
裁
判
の
こ
と
は
話
題
に
の
ぼ
ら
な
い
が
、〈
仕
事
中
、
父
の
足
が

痛
み
出
し
て
…
…
〉
と
な
る
と
、
た
ち
ま
ち
〈
四
肢
の
屈
伸
が
困
難
な
も
の
に

効
果
あ
り
〉
と
い
っ
た
漢
方
が
取
り
出
さ
れ
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ

て
る
。
ま
た
、「
紅
椿
」
に
も
、
廣
津
和
郎
に
〈
長
命
食
〉
と
い
う
自
然
食
品
を

送
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る

（
６
）

。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
石
井
鶴

三
へ
の
書
簡
の
内
容
も
ま
た
、
自
分
の
周
り
の
人
々
の
健
康
を
心
か
ら
気
遣

う
、
網
野
菊
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

③
石
井
鶴
三
宛
網
野
菊
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
３
５
］）

そ
の
後
、
御
健
康
い
か
が
で

い
ら
つ
し
や
い
ま
す
か
。

野
町
さ
ん
は
、
こ
の
頃
、

す
つ
か
り
、
も
と
の
や
う
に

元
気
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

温
灸
の
外
に
、
三
里
の
灸

を
お
医
者
か
ら
す
す
め
ら

れ
て
実
行
し
て
居
ら
れ
る

さ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

お
寒
さ
に
向
ひ
ま
す
か
ら
、

一
層
の
御
自
愛
願
ひ
上
げ
ま
す
。

　
　

十
一
月
十
日

　

三
通
目
は
、〈
十
一
月
十
日
〉
付
け
の
書
簡
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
鶴
三
の
身
体

を
気
遣
う
も
の
で
あ
る
。
一
通
目
に
も
登
場
し
た
〈
野
町
さ
ん
〉
と
は
、
野
町

禎
子
、
旧
姓
・
丹
野
禎
子
（
て
い
、
て
い
子
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

丹
野
て
い
子
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
八
九
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（
平
成
元
）年
に
没
し
た
、
主
に
児
童
文
学
の
作
家
で
あ
る
。
網
野
菊
と
は
、
日

本
女
子
大
英
文
科
の
同
窓
生
で
あ
り
、
女
子
大
在
学
中
か
ら
、
鈴
木
三
重
吉
に

師
事
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
後
、『
赤
い
鳥
』
の
編

集
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
掲
載
作
品
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
か
ら
一
九
二

八
（
昭
和
三
）
年
ま
で
、
二
〇
編
ほ
ど
に
の
ぼ
る
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

の
結
婚
後
は
、
野
町
て
い
の
名
前
で
作
品
を
発
表
し
た
。『
小
学
館
の
幼
年
絵
本

38　

あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
』（
一
九
五
五
）
の
文
や
、
筑
摩
書
房
の
『
小
学
生

全
集
50　

袋
か
つ
ぎ
の
王
子
』（
一
九
五
四
）
の
訳
文
な
ど
を
、
担
当
し
て
い
る
。

網
野
菊
の
自
伝
的
小
説
『
ゆ
れ
る
葦
』
に
は
、
女
子
大
の
頃
を
描
い
た
「
仮
入

学
生
」
の
章
に
〈
Ｔ
・
Ｔ
〉
と
し
て
登
場
す
る
。
日
本
女
子
大
の
二
人
の
同
窓

生
に
は
、『
ゆ
れ
る
葦
』
に
も
本
名
で
登
場
す
る
、
作
家
と
な
っ
た
中
条
、
後
の

宮
本
百
合
子
が
い
た

（
７
）
。

　

野
町
禎
子
は
、
一
九
七
二
年
に
は
す
で
に
七
〇
代
後
半
、
体
調
を
崩
し
て
い

た
様
子
が
垣
間
見
え
る
。
だ
が
、
結
局
、
五
歳
年
長
の
野
町
禎
子
の
方
が
、
網

野
菊
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
、
死
去
直
前
の
病
院
、
葬
儀
、
一
周
忌
と
参
列
し

て
い
た
こ
と
が
、
廣
津
桃
子
の
「
紅
椿
」「
一
周
忌
の
こ
と
な
ど
」
に
描
か
れ
て

い
る

（
８
）
。
二
人
が
終
生
の
友
で
あ
り
、
交
流
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
こ
の
書
簡
か

ら
分
か
る
。

④
石
井
鶴
三
宛
網
野
菊
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
３
３
］）

お
便
り
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
し
た
。
つ
ま
ら
ぬ

お
見
舞
品
に
対
し
、
わ
ざ
〳
〵
相
す
み
ま
せ
ん
。

こ
の
度
、
古
い
本
の
再
刊
が
出
ま
し
た
の
で
、

発
行
所
を
通
じ
、
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

野
町
さ
ん
の
こ
と
が
少
し
出
て
居
ま
す
か
ら
、

御
姪
御
様
、
い
か
が
か
と
思
ひ
ま
し
て
、
─
─

お
寒
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
、

御
身
御
大
切
に
。
本
、
不
着
の
場
合
以
外
、
御
返
信
、
御
放
念
下
さ
い
。

　
　
　
　

十
一
月
二
十
日

　

四
通
目
は
、〈
十
一
月
二
十
日
〉付
け
の
書
簡
で
あ
る
。
三
通
目
の
書
簡
が〈
十

一
月
十
日
〉
付
け
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
書
簡
の
冒
頭
が
〈
お
便
り
あ
り

が
た
う
存
じ
ま
し
た
。
つ
ま
ら
ぬ
お
見
舞
品
に
対
し
、
わ
ざ
〳
〵
相
す
み
ま
せ

ん
〉
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、〈
十
日
〉
に
は
他
に
お
見
舞
い
品
が
贈
ら
れ
て

お
り
、
鶴
三
方
が
そ
の
返
礼
を
し
、
そ
れ
に
対
し
網
野
菊
が
送
っ
た
も
の
と
い

う
推
測
が
で
き
る
。

　

本
書
簡
は
、
網
野
菊
が
再
刊
さ
れ
た
自
著
を
送
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、

こ
の
再
刊
さ
れ
た
網
野
菊
の
書
籍
が
何
で
あ
る
か
が
、
今
回
突
き
と
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
一
九
七
二
年
に
は
、
一
月
に
は
新
潮
社
よ
り『
心
の
歳
月
』、
一
二
月

に
は
筑
摩
書
房
よ
り
『
現
代
日
本
文
学
大
系
48　

瀧
井
孝
作
・
網
野
菊
・
藤
枝

静
男
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
再
刊
で
は
な
い
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人
の
健
康
に
細

や
か
な
気
遣
い
を
す
る
網
野
菊
と
い
う
作
家
の
人
柄
や
、
晩
年
の
交
友
関
係
を

知
る
上
で
、
非
常
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
書
簡
か
ら
網
野

菊
と
石
井
鶴
三
の
交
流
の
全
容
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
の
だ
が
、
一
つ
の
可
能
性
を

示
し
て
お
き
た
い
。
書
簡
が
一
九
七
二
年
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

野
町
禎
子
の
近
況
が
し
き
り
と
出
て
く
る
こ
と
の
二
点
か
ら
思
い
あ
た
る
の
は
、

歌
舞
伎
座
で
あ
る
。
八
世
市
川
団
蔵
を
書
い
た
代
表
作
『
一
期
一
会
』（
前
掲
）

は
じ
め
、
網
野
菊
が
歌
舞
伎
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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廣
津
桃
子
「
紅
椿
」
に
は
、
網
野
菊
と
歌
舞
伎
座
で
歌
舞
伎
を
見
物
し
た
こ
と
、

贔
屓
の
歌
右
衛
門
が
登
場
し
な
い
舞
台
に
は
、
網
野
菊
が
姿
を
見
せ
ず
、
野
町

禎
子
ら
と
、
席
を
並
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
９
）

。
網
野
菊
と

野
町
禎
子
が
、
時
に
、
席
を
並
べ
て
歌
舞
伎
を
鑑
賞
す
る
様
子
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　

一
方
、
鶴
三
の
「
日
記
」
を
見
る
と
、
大
相
撲
と
と
も
に
、
歌
舞
伎
座
の
記

述
が
頻
繁
に
登
場
し
、
入
院
直
前
の
一
九
七
一
年
の
「
日
記
」
で
も
、
一
月
に

は
〈
一
八
日
（
月
）　

歌
舞
伎
座
夜
〉、
五
月
に
は
〈
一
三
日
（
木
）　

歌
舞
伎
座

ひ
る
〉
と
あ
る（

（1
（

。
鶴
三
は
挿
絵
の
他
、
舞
台
装
置
も
手
が
け
て
お
り
、「
芝
居
と

相
撲
」
と
い
う
対
談
で
は
、
正
宗
白
鳥
の
「
光
秀
と
紹
巴
」
で
舞
台
装
置
を
担

当
し
た
こ
と
、〈
そ
の
後
歌
舞
伎
座
で
も
何
回
か
頼
ま
れ
て
る
〉
こ
と
を
述
べ
て

い
る（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
石
井
鶴
三

と
網
野
菊
、
そ
し
て
野
町
禎
子
は
、
時
に
歌
舞
伎
座
で
顔
を
合
わ
す
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
鶴
三
が
歌
舞
伎
座
に
出
向
く
こ
と
が
出
来
な
く
な

り
、
一
九
七
二
年
以
後
の
網
野
菊
に
よ
る
、
鶴
三
の
安
否
を
気
遣
い
、
野
町
禎

子
の
近
況
を
伝
え
た
り
と
い
っ
た
書
簡
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も

の
だ
。

　

も
う
一
つ
だ
け
、
野
町
禎
子
を
介
し
た
つ
な
が
り
の
可
能
性
を
示
し
て
お
く
。

網
野
菊
は
、
画
家
の
中
村
研
一
（
一
八
九
五
～
一
九
六
七
）
を
、
長
き
に
わ
た

っ
て
密
か
に
慕
っ
て
お
り
、『
若
い
日
』（
一
九
四
二
）
や
『
夕
映
え
』（
一
九
五

四
）
と
い
っ
た
小
説
を
残
し
て
い
る
。『
夕
映
え
』
に
は
、
Ｓ
氏
と
い
う
人
物
が

登
場
し
、〈
Ｓ
氏
の
従
姉
に
当
る
人
が
、
悌
子
の
親
友
の
高
子
と
女
学
校
時
代
の

同
級
生
で
あ
る
〉
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
網
野
菊
自
身
は
悌
子
と

し
て
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
の
高
子
が
野
町
禎
子
、
Ｓ
氏
が
鶴
三
の
可
能
性
は

な
い
か
と
い
う
も
の
だ
。
更
な
る
調
査
が
必
要
だ
が
、
書
簡
に
野
町
禎
子
の
こ

と
が
し
き
り
に
出
て
く
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
。
野

町
禎
子
と
石
井
鶴
三
の
関
わ
り
を
追
う
こ
と
で
、
網
野
菊
と
鶴
三
の
つ
な
が
り

も
ま
た
、
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　

三
、
中
央
公
論
社
刊
『
日
本
の
文
学
　
志
賀
直
哉
』
を
手
が
か
り
に

　

さ
て
、
書
簡
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
交
流
の
他
に
、
も
う
一
点
、

二
人
の
接
点
に
つ
い
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。
先
の
書
簡
は
、
一
九
七
二
年
と
い

う
、
晩
年
の
二
人
の
交
流
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
二
人
の
交
流
や
、

そ
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
前
の
二
人
の

接
点
を
示
す
も
の
と
し
て
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
八
月
、
中
央
公
論
社

発
行
の
『
日
本
の
文
学
21　

志
賀
直
哉
（
一
）』
と
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）

年
六
月
発
行
の
同
『
日
本
の
文
学
22　

志
賀
直
哉
（
二
）』
を
あ
げ
た
い
。
両
巻

と
も
、
石
井
鶴
三
が
挿
画
を
、
網
野
菊
が
「
解
説
」
を
担
当
し
て
い
る
。
な
お
、

筆
者
が
確
認
し
た
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
、
初
版

発
行
の
も
の
で
あ
る
が
、
各
巻
の
石
井
鶴
三
の
挿
画
は
、『
石
井
鶴
三
全
集
』
に

も
、
収
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
本
が
き
っ
か
け
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、

網
野
菊
と
石
井
鶴
三
の
交
流
の
き
っ
か
け
は
、
網
野
菊
の
師
で
あ
る
志
賀
直
哉

を
媒
介
と
し
て
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
も
、

こ
の
二
冊
は
重
要
で
あ
る
。

　

志
賀
直
哉
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
生
ま
れ
、
一
九
七
一
年
に
没

し
た
作
家
で
あ
る
。
武
者
小
路
実
篤
ら
と
発
行
し
て
い
た
雑
誌『
白
樺
』は
、
ロ

ダ
ン
の
紹
介
な
ど
、
文
学
だ
け
で
な
く
美
術
界
に
も
貢
献
し
た
。
代
表
作
は
、

『
暗
夜
行
路
』（
完
結
一
九
三
七
）『
和
解
』（
一
九
一
七
）
な
ど
で
、
他
、『
清
兵

衛
と
瓢
箪
』（
一
九
一
三
）『
小
僧
の
神
様
』（
一
九
二
〇
）
な
ど
、
多
く
の
短
編

小
説
を
残
し
て
い
る
。
志
賀
直
哉
を
師
と
慕
う
作
家
は
多
く
、
網
野
菊
の
他
に
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も
、
尾
崎
一
雄
や
藤
枝
静
男
、
阿
川
弘
之
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
志
賀
は
東
洋
美
術
を
愛
し
、
一
三
年
に
わ
た
っ
て
奈
良
に
居
住
、
美
術
図

録
『
座
右
宝
』（
一
九
二
六
）
の
編
纂
も
し
て
い
る
。

　
『
日
本
の
文
学
21　

志
賀
直
哉
（
一
）』
に
は
、『
暗
夜
行
路
』『
大
津
順
吉
』『
和

解
』『
或
る
男
、
其
姉
の
死
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
挿
画
は
、『
暗
夜
行
路
』
一

二
枚
、『
大
津
順
吉
』
二
枚
、『
和
解
』
二
枚
、
計
一
六
枚
で
あ
る
。

　
『
日
本
の
文
学
22　

志
賀
直
哉
（
二
）』
に
は
、『
菜
の
花
と
小
娘
』『
網
走
ま

で
』
か
ら
『
盲
亀
浮
木
』
ま
で
の
短
編
小
説
四
八
編
の
他
、
随
筆
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
挿
画
は
、『
菜
の
花
と
小
娘
』『
網
走
ま
で
』『
子
供
四
題　

か
く
れ
ん

ぼ
う
』『
老
人
』『
清
兵
衛
と
瓢
箪
』『
好
人
物
の
夫
婦
』『
赤
西
蛎
太
』『
小
僧
の

神
様
』『
真
鶴
』『
矢
島
柳
堂
』『
豊
年
虫
』『
萬
暦
赤
繪
』『
早
春
の
旅
』
で
あ
る
。

　

石
井
鶴
三
が
、
志
賀
直
哉
の
本
の
画
を
担
当
す
る
の
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て

で
は
な
い
。
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
か
ら
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、『
中
央
公
論
社
作
品
文
庫　

志
賀
直
哉
文
庫　

全
五

巻
』
の
口
絵
を
担
当
し
て
い
る
。〈
菜
の
花
と
小
娘
他
〉
と
さ
れ
た
第
一
巻
に
は

『
菜
の
花
と
小
娘
』、〈
和
解
他
〉
と
題
さ
れ
た
第
二
巻
に
は
『
赤
西
蛎
太
』、〈
萬
暦

赤
繪
他
〉
と
題
さ
れ
た
第
三
巻
で
は
『
萬
暦
赤
繪
』、〈
暗
夜
行
路
前
編
〉
が
収
め

ら
れ
た
第
四
巻
で
は
〈
尾
道
〉
の
場
面
、〈
暗
夜
行
路
後
編
〉
が
収
め
ら
れ
た
第

五
巻
で
は
直
子
が
謙
作
を
見
守
る
場
面
が
、
そ
れ
ぞ
れ
口
絵
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

こ
れ
ら
は
、
前
述
の
『
日
本
の
文
学　

志
賀
直
哉
』
の
挿
絵
と
し
て
、
そ
の
ま

ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
は
、「
付
録
」
が
確
認
で
き

な
い
の
だ
が
、
筆
者
が
そ
の
他
確
認
し
た
一
九
七
一
年
一
一
月
32
版
の
『
日
本

の
文
学
21　

志
賀
直
哉
（
一
）』
で
は
「
付
録
」
が
つ
い
て
お
り
、
志
賀
直
哉
と

網
野
菊
の
「
緑
蔭
閑
談
」
の
他
、「
画
家
紹
介
」
と
し
て
石
井
鶴
三
の
紹
介
が
あ

る
。
そ
の
他
、「
編
集
室
だ
よ
り
」
と
し
て
、〈
挿
画
十
六
枚
は
、
彫
刻
の
第
一
人

者
で
、
挿
画
に
も
数
々
の
名
作
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
石
井
鶴
三
氏
に
、
新
し

く
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
〉
の
一
文
が
含
ま
れ
て
お
り
、『
志
賀
直
哉
文
庫
』

の
口
絵
を
除
く
鶴
三
の
挿
画
が
こ
の
た
め
に
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　
『
日
本
の
文
学
21　

志
賀
直
哉
（
一
）』
の
挿
画
を
依
頼
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
一
九
六
四
年
の
鶴
三
の「
日
記
」で
確
認
で
き
る（

（1
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま

ず
四
月
に
は
〈
七
日
（
火
）　

曇　

中
央
公
論
高
梨
さ
ん
午
後
二
時
滝
沢
氏
と
来

　

日
本
文
学
「
志
賀
直
哉
集
」
挿
絵
に
つ
き　
「
暗
夜
行
路
」
一
〇
枚
新
作
五
月

中
と
の
こ
と　

諾
す
〉
と
あ
り
、
直
接
来
訪
に
よ
る
依
頼
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ

の
時
依
頼
さ
れ
た
『
暗
夜
行
路
』
の
新
作
は
一
〇
枚
で
あ
り
、
前
述
の
『
志
賀

直
哉
文
庫
』
の
も
の
と
あ
わ
せ
て
、
計
一
二
枚
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
六
月
一
日
に
は
、〈
ア
ト
リ
エ
で
仕
事　
「
暗
夜
行
路
」挿
絵
に
つ
い
て
案

を
ね
る
〉、
二
日
に
も
〈「
暗
夜
行
路
」〉、
六
日
に
も
〈「
暗
夜
行
路
」
さ
し
え
１
、

２
、
３
、
仕
上
げ
渡
せ
る
よ
う
に
し
て
歌
舞
伎
座
み
る
〉、
九
日
に
も
〈「
暗
夜

行
路
」
さ
し
え
５
、
６
二
枚
か
き
〉
と
あ
る
。
一
一
日
に
は
〈
上
野
公
園
ベ
ン

チ
で
し
ば
ら
く
休
み
「
暗
夜
行
路
」
よ
む
〉
と
あ
り
、
一
二
日
〈「
暗
夜
行
路
」

さ
し
え
〉、
一
三
日
に
は
〈
中
公
佐
藤
氏
来　
「
暗
夜
行
路
」
挿
絵
二
枚
渡
す
〉

と
あ
る
が
、〈
ど
う
も
気
勢
あ
が
ら
ず
不
出
来
で
不
満
な
気
持
で
わ
た
す
〉
と
も

あ
る
。
一
四
日
は
、
た
だ
〈
さ
し
え
案
ず
〉
と
あ
り
、
他
、〈
健
康
少
し
よ
く
な

い　

疲
れ
〉
と
あ
る
。
一
五
日
、〈「
暗
夜
行
路
」
さ
し
え
最
後
の
三
枚
早
朝
か
ら

描
き
大
体
出
来
た
と
こ
ろ
で
外
出
〉、
少
し
と
ん
で〈
さ
し
え
仕
上
げ
佐
藤
氏
に

渡
す　

あ
と
は
「
大
津
順
吉
」
二
枚
「
和
解
」
二
枚
一
八
日
夕
ま
で
と
の
こ
と

諾　

夜
へ
と
へ
と
に
疲
れ
就
床
熟
眠
〉
と
あ
る
。
一
六
日
〈「
大
津
順
吉
」
よ

む
〉、
一
七
日
〈
さ
し
え
で
一
日
苦
労
す　

午
後
ち
ょ
っ
と
外
出　

池
袋
で
「
和

解
」
新
潮
文
庫
買
う
〉
と
あ
る
。
六
月
一
八
日
、
よ
う
や
く
〈
早
朝
よ
り
さ
し

え
に
没
頭　

夕
方
ま
で
に
「
大
津
順
吉
」
２
「
和
解
」
２
か
き
あ
げ
中
公
佐
藤
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氏
に
お
わ
た
し
す
る　

こ
れ
で
中
公
た
の
ま
れ
の
仕
事
ひ
と
ま
ず
か
た
づ
き

ほ
っ
と
す
る
〉
と
あ
る
。
六
月
一
日
よ
り
半
月
以
上
に
わ
た
っ
て
、
根
を
詰
め

て
、
挿
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
日
本
の
文
学
22　

志
賀
直
哉

（
二
）』
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
全
集
所
収
の
「
日
記
」
で
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　

網
野
菊
の
「
解
説
」
は
、
両
巻
と
も
、
志
賀
直
哉
の
「
創
作
余
談
」「
続
創

作
余
談
」「
続
々
創
作
余
談
」
を
引
用
し
な
が
ら
の
、
志
賀
直
哉
の
軌
跡
を
丁

寧
に
辿
っ
て
い
く
よ
う
な
質
の
も
の
で
あ
る
。
自
身
の
各
小
説
に
対
す
る
感
慨

の
他
、
志
賀
の
父
や
継
母
の
こ
と
な
ど
、
そ
の
家
庭
に
近
し
い
存
在
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
内
容
で
あ
る
。
特
に
、
志
賀
夫
人
で
あ
る
康さ

だ

子こ

夫
人
へ
の
言
及

が
多
く
、『
暗
夜
行
路
』
の
直
子
は
康
子
夫
人
で
は
な
い
と
強
調
し
な
が
ら
も
、

直
子
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
康
子
夫
人
の
面
影
を
感
じ
る
と
述
べ
、『
暗
夜
行

路
』
を
〈
恋
愛
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
、
見
事
な
夫
婦
愛
の
小
説
〉
と
評
し
て

い
る（

（1
（

。
ま
た
、〈
先
生
の
御
家
庭
に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
真
実
な
夫
婦

の
あ
り
か
た
、
情
愛
と
い
う
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
る
〉（

（1
（

と
、
志
賀
夫
妻
へ
の
深
い
敬
意
を
示
し
て
い
る
。

　

鶴
三
の
挿
画
に
対
す
る
言
及
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
師
を
敬
愛
し
、

〈
女
子
大
生
で
「
大
津
順
吉
」
を
読
ん
だ
時
、
自
分
が
志
賀
先
生
の
ご
本
の
解

説
を
書
く
こ
と
が
あ
ろ
う
な
ど
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
〉（

（1
（

と
そ
の
感
慨
を

述
べ
る
網
野
菊
が
、
同
じ
本
の
挿
画
を
担
当
し
た
石
井
鶴
三
に
敬
意
や
親
し

み
を
感
じ
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
に
敬
愛
し
た
師
、

志
賀
直
哉
を
失
っ
た
網
野
菊
に
と
っ
て
、
一
九
七
二
年
の
鶴
三
の
体
調
へ
の

気
遣
い
が
深
い
の
も
頷
け
る
。

　

二
人
の
交
流
が
一
九
二
九
年
の
『
志
賀
直
哉
文
庫
』
ま
で
遡
れ
る
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
一
九
七
二
年
の
書
簡
以
前
の
二
人
の
接
点
を
示
す
も
の
と
し
て
、

こ
の
一
九
六
四
年
の
『
日
本
の
文
学
21　

志
賀
直
哉
（
一
）』、
お
よ
び
一
九
六

七
年
の
『
日
本
の
文
学
22　

志
賀
直
哉
（
二
）』
は
、
と
も
に
有
力
な
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

現
在
、
考
え
ら
れ
る
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
が
、
今
後
、
石

井
鶴
三
と
志
賀
直
哉
、
あ
る
い
は
野
町
禎
子
と
の
交
流
を
追
っ
て
い
く
こ
と
で
、

網
野
菊
と
の
交
流
も
、
も
う
少
し
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
。

　
　
　
注

⑴　
『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
第
一
号
（
二
〇
一
二
・
三
）
に
、
そ
の
経
緯
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

⑵　
『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』（
⑴
に
同
じ
）、
お
よ
び
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
編

『「
時
代
小
説
作
家
と
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
」
展
・
資
料
集
』（
二
〇
一
二
・
一
〇
）
に
、

松
本
和
也
を
は
じ
め
と
す
る
各
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑶　
『
網
野
菊
全
集　

全
三
巻
』（
一
九
六
九
、
講
談
社
）、
第
一
、
二
巻
に
は
小
説
、
第
三
巻

に
は
随
筆
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑷　

廣
津
桃
子
『
石
蕗
の
花
―
―
網
野
菊
さ
ん
と
私
』（
一
九
八
一
、
講
談
社
）
に
収
録
さ
れ

た
「
石
蕗
の
花
」「
紅
椿
」「
米
食
い
ね
ず
み
」
は
、
短
編
小
説
で
あ
る
が
、「
石
蕗
の
花
」

に
は
〈
親
し
く
、
部
屋
を
訪
れ
た
者
の
一
人
と
し
て
、
心
に
残
る
網
野
さ
ん
の
面
影
を
、

又
、
面
影
に
よ
っ
て
呼
び
お
こ
さ
れ
て
く
る
私
の
心
の
な
か
の
情
景
の
い
く
つ
か
を
、

描
い
て
み
た
い
〉
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
網
野
菊
と
そ
の
周
辺
を
語
る
も
の
と

し
て
、
本
書
を
参
考
に
し
て
い
る
。
な
お
、
引
用
は
講
談
社
文
芸
文
庫
版
（
一
九
九
四
）

を
使
用
し
て
い
る
。

⑸　
『
石
井
鶴
三
日
記　

第
五
巻
』（
二
〇
〇
五
、
形
文
社
）

⑹　

廣
津
桃
子
「
石
蕗
の
花
」「
紅
椿
」
と
も
に
、『
石
蕗
の
花
―
―
網
野
菊
さ
ん
と
私
』（
⑷

に
同
じ
）
に
所
収
。

⑺　

網
野
菊
『
ゆ
れ
る
葦
』（
一
九
六
四
、
講
談
社
）
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⑻　

廣
津
桃
子
「
紅
椿
」「
一
周
忌
の
こ
と
な
ど
」
と
も
に
、『
石
蕗
の
花
―
―
網
野
菊
さ
ん
と

私
』（
⑷
に
同
じ
）
に
所
収
。

⑼　

廣
津
桃
子
「
紅
椿
」『
石
蕗
の
花
―
―
網
野
菊
さ
ん
と
私
』（
⑷
に
同
じ
）
に
所
収
。

⑽　

一
九
七
一
年
の
石
井
鶴
三
の
「
日
記
」
は
、『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
二
巻
』（
一
九
八
八
、

形
象
社
）
に
所
収
。
こ
れ
以
外
に
も
、
鶴
三
の
「
日
記
」
を
見
て
い
く
と
、
頻
繁
に
歌
舞

伎
座
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑾　
「
芝
居
と
相
撲
（
対
談
）」。
文
末
に
〈『
国
立
劇
場
』
第
三
八
回
―
一
月
歌
舞
伎
パ
ン
フ

レ
ッ
ト　

昭
和
四
六
年
一
月
〉
と
あ
る
。
収
録
は
『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
二
巻
』（
⑽

に
同
じ
）。

⑿　
『
日
本
の
文
学
21　

志
賀
直
哉
（
一
）』
の
挿
画
は
、『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
一
巻
』（
一

九
八
八
、
形
象
社
）
所
収
。『
日
本
の
文
学
22　

志
賀
直
哉
（
二
）』
の
挿
画
は
、『
石
井
鶴

三
全
集　

第
一
二
巻
』（
⑽
に
同
じ
）
に
所
収
。

⒀　
『
中
央
公
論
社
作
品
文
庫　

志
賀
直
哉
文
庫
』
の
口
絵
は
、『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
〇

巻
』（
一
九
八
八
、
形
象
社
）
所
収
。

⒁　

一
九
六
四
年
の
石
井
鶴
三
の
「
日
記
」
は
、『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
一
巻
』（
⑿
に
同

じ
）
所
収
。

⒂　

網
野
菊
「
解
説
」『
日
本
の
文
学
21　

志
賀
直
哉
（
一
）』（
一
九
六
四
、
中
央
公
論
社
）

所
収
。

⒃　

網
野
菊
「
解
説
」『
日
本
の
文
学
22　

志
賀
直
哉
（
二
）』（
一
九
六
七
、
中
央
公
論
社
）

所
収
。

⒄　

網
野
菊
「
解
説
」（
⒂
に
同
じ
）

【
付
記
】

　

本
稿
で
紹
介
し
た
書
簡
の
翻
字
は
荒
井
真
理
亜
氏
、 

髙
野
奈
保
氏
、 

多
田
蔵
人
氏
、
出
口

智
之
氏
の
各
諸
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
四
氏
に
は
、
こ
の
場
を

借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。


